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対象：ボランティア 301 名（18－80 歳）の 24 時間の尿。 2012－2013 年、男性 172 名 (57.1%、平均年齢 44.4

歳), 女性 129 名(42.9%、平均年齢 51.7 歳) 

分析：グリホサート、AMPA の分析は LC-MS/MS analyses  

さらに食事内容を、インタビューで調べ、摂取食品との相間を統計処理によって解析。各食品中のグリホサート

の分析はこの論文ではしておらず、これまでの論文などのデータから残留しているグリホサート量として用いて

いる。 

 

結果：サブグループ１ 200 名、66.5％ グリホサート、AMPA 非検出 

   サブグループ２ 76 名、25.2％  グリホサート、AMPA 検出（痕跡） 

   サブグループ３ 25 名、8.3％  グリホサート、AMPA 検出 （定量可能な量） 

      詳細は以下の表を見て下さい。 

 

食事内容との相関を調べたところ、豆類（Pulses）摂取とグリホサート、もしくは豆類摂取とグリホサート＋

AMPA、マッシュルーム摂取と AMPA に相関関係ありとしている。下表の太字部分。パンやビールでは意外に

相関が出ていない。ドイツではいわゆる白いパンは食べないからか、有機食材が普及しているのか不明。豆類は

プレハーベストとして使われたグリホサートだろうと記載している。 

 



また、結論として、この程度の検出結果では、健康影響はないだろうと結論している。 

 

ドイツでグリホサートがどれだけ使用されているのかは不明だが、農地面積当たりの農薬使用量は、日本よりは

格段に少ない（2015 年度で日本の約 1/4）。またドイツは、グリホサートの使用を 2023 年に全面禁止するとし

ている。 


